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大
妻
女
子
大
学
紀
要
―
文
系
―
第
四
十
四
号
、
平
成
二
十
四(
二
〇
一
二)
年
三
月
呉
昌
碩
書
画
の
長
崎
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
松
村
茂
樹
は
じ
め
に
清
末
民
初
の
上
海
で
活
躍
し
、
詩
書
画
印
四
絶
を
も
っ
て
、｢
中
国
最
後
の
文
人｣
と
称
せ
ら
れ
る
呉
昌
碩(
一
八
四
四
―
一
九
二
七)
の
書
画
は
、
日
本
人
士
に
も
好
ま
れ
、
多
く
の
作
品
が
日
本
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
呉
昌
碩
が
活
躍
し
た
上
海
と
、
最
も
緊
密
な
つ
な
が
り
を
有
し
て
い
た
日
本
の
都
市
が
長
崎
で
あ
る
(
１)
。
よ
っ
て
、
当
時
の
長
崎
に
も
、
呉
昌
碩
の
書
画
が
少
な
か
ら
ず
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
呉
昌
碩
書
画
の
長
崎
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
、
林
源
吉(
一
八
八
三
―
一
九
六
三)
お
よ
び
彼
が
開
催
し
た
呉
昌
碩
展
と
そ
の
図
録
を
起
点
に
論
じ
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
日
本
に
お
け
る
呉
昌
碩
受
容
の
一
断
面
を
明
か
に
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
、｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
と『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
一
九
二
〇
年
七
月
二
四
〜
二
六
日
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
で
、｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
が
開
催
さ
れ
た
。
県
立
長
崎
図
書
館
編
集『
県
立
長
崎
図
書
館
50
年
史』
(
一
九
六
三
、
三
、
三
一
・
県
立
長
崎
図
書
館)
に
よ
る
と
、
入
場
者
は
一
三
九
四
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
年
三
月
六
〜
八
日
開
催
の｢
栗
原
玉
葉
女
史
近
作
画
展｣
が
二
六
〇
五
人
、
五
月
二
九
〜
三
一
日
開
催
の｢
山
口
八
九
子
作
画
展｣
が
二
〇
七
六
人
、
一
一
月
三
〜
一
二
日
開
催
の｢
長
崎
美
術
展｣
が
一
三
一
一
四
人
、
一
一
月
二
七
〜
二
八
日
開
催
の
大
阪
朝
日
新
聞
長
崎
通
信
部
・
長
崎
市
教
育
会
主
催｢
世
界
自
由
画
展｣
が
一
五
七
八
一
人
、
一
二
月
二
五
〜
二
六
日
開
催
の｢
小
比
賀
画
伯
半
折
画
展｣
が
七
五
六
人
で
あ
る
か
ら
、
個
展
と
し
て
は
さ
ほ
ど
多
く
も
な
い
が
、
少
な
す
ぎ
る
こ
と
も
な
い
入
場
者
数
と
い
え
よ
う
。
こ
の
展
覧
会
出
品
作
の
図
録
が
林
源
吉
編
輯
兼
発
行
『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
(
一
九
二
〇
、
一
二
、
三
〇
・
双
樹
園)
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
そ
の
序
文｢
呉
昌
碩
先
生
画
帖
発
刊
に
就
て｣
の
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。
呉
昌
碩
書
画
の
長
崎
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
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『呉昌碩先生画帖』 呉昌碩題字
本
帖
は
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
に
於
て
大
正
九
年
七
月
下
旬
開
催
し
た
る
呉
昌
碩
先
生
作
画
展
覧
会
出
品
の
一
部
を
撰
み
撮
影
記
念
帖
と
な
し
之
を
先
生
に
贈
呈
此
機
会
を
以
て
同
好
の
人
々
へ
頒
ち
度
く
又
編
者
の
為
め
描
か
れ
た
る
近
作
二
件
並
に
先
生
最
近
の
小
像
王
一
亭
先
生
の
先
生
小
叙
生
礦
碑
文
題
字
五
十
一
種
の
印
譜
な
ど
を
収
め
先
生
と
親
し
く
面
接
識
見
に
手
腕
に
随
喜
渇
仰
の
編
者
斯
界
奉
仕
の
一
と
念
じ
茲
に
本
帖
発
刊
の
実
を
得
た
る
を
光
栄
と
し
展
覧
会
の
開
催
よ
り
本
帖
発
行
に
至
る
甚
大
の
御
援
助
を
賜
は
り
し
永
山
時
英
氏
奥
田
啓
市
氏
白
石
六
三
郎
氏
友
永
傳
次
郎
氏
丹
羽
末
廣
氏
杉
山
吉
太
郎
氏
大
久
保
玉
岷
氏
始
め
特
志
家
諸
賢
の
御
好
意
を
謹
み
て
感
謝
す
大
正
九
年
十
二
月
二
十
日
双
樹
園
主
人
林
源
吉
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
展
覧
会
開
催
と
図
録
刊
行
は
、
林
源
吉
が
、｢
特
志
家
諸
賢｣
の
助
力
を
得
て
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
図
録
贈
呈
の
た
め
、
上
海
に
呉
昌
碩
を
訪
ね
、
会
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
林
は
後
年
、｢
長
崎
美
術
及
び
史
料
展
覧
会
回
顧｣
(『
長
崎
日
日
新
聞』
｢
月
曜
読
物｣
・
一
九
三
〇
、
一
〇
、
二
七
・
長
崎
日
日
新
聞
社
(
２))
の
中
で
、
私
が
得
意
で
計
画
し
た
展
覧
会
に
大
正
九
年
七
月
開
催
の『
呉
昌
碩
展』
と
大
正
十
五
年
一
月
開
催
の『
絵
像
展』
が
あ
る
。
呉
昌
碩
展
開
催
に
就
て
は
上
海
の
虚
明
軒
友
永
傳
次
郎
、
六
三
亭
白
石
六
三
郎
両
氏
の
後
援
に
依
り
遂
行
し
記
念
と
し
て
写
真
帖
を
調
整
呉
昌
碩
先
生
へ
寄
贈
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
と
記
し
、
呉
昌
碩
作
画
展
の｢
後
援｣
者
と
し
て
、
上
海
在
住
の
友
永
傳
次
郎
、
白
石
六
三
郎
の
両
名
を
あ
げ
て
い
る
。
ち
な
み
に
同
文
に
、｢
出
品
画
五
十
三
点｣
と
あ
り
、｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
の
出
品
数
が
わ
か
る
。
二
、
林
源
吉
と
は
こ
の
林
源
吉
と
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
島
内
八
郎
越
中
哲
也
編
集『
双
樹
園
の
お
も
か
げ[
林
源
吉
氏
遺
稿
・
思
い
出]』
(
一
九
六
五
、
六
、
二
五
・
双
樹
園
友
の
会)
所
収｢
林
源
吉
先
生
略
歴｣
を
見
よ
う(
双
樹
園
は
林
源
吉
の
号
で
、
｢
林｣
字
が
｢
双｣
つ
の｢
木｣
つ
ま
り｢
樹｣
か
ら
な
る
こ
と
に
よ
る)
。
鍛
冶
屋
町
の
旧
家
に
生
れ
、
家
業
を
営
ん
だ
後
長
崎
商
品
陳
列
所
商
工
主
事
補
、
私
立
長
崎
博
物
館
主
事
を
歴
任
す
る
か
た
わ
ら
長
崎
県
文
化
財
専
門
委
員
、
同
公
園
審
議
会
委
員
、
長
崎
県
市
美
術
展
覧
会
審
査
員
、
史
談
会
幹
事
と
し
て
市
の
郷
土
史
、
観
光
、
商
工
界
に
大
き
な
貢
献
を
な
し
、
文
化
財
功
労
者
と
し
て
文
部
省
、
長
崎
県
よ
り
表
彰
さ
れ
、
長
崎
新
聞
文
化
章
も
授
け
ら
れ
た
。
氏
の
最
も
造
詣
深
か
っ
た
の
は
古
美
術
で
特
に
陶
磁
器
に
対
す
る
知
識
鑑
識
眼
は
日
本
的
に
知
ら
れ
専
門
書
茶
わ
ん

の
寄
稿
家
で
あ
っ
た
が
、
別
に
若
い
頃
彭
城
貞
徳
に
つ
い
て
絵
を
学
ん
だ
の
で
、
品
格
の
よ
い
絵
も
画
か
れ
た
。
昭
和
三
十
八
年
八
月
九
日
長
逝
、
享
年
八
十
才
ま
た
、
生
前
の
林
と
親
交
が
あ
っ
た
中
山
文
孝
の｢
亡
く
な
ら
れ
た
林
さ
ん
を
憶
う｣
(『
長
崎
文
化』
第
十
号
・
一
九
六
三
、
九
、
三
〇
・
長
崎
国
際
文
化
協
会)
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。
元
来
林
さ
ん
の
お
宅
は
現
在
の
銀
嶺
の
東
角
か
ら
ボ
ン
ソ
ワ
ー
ル
ま
で
の
表
区
劃
で
裏
の
溝
川
ま
で
ブ
チ
抜
い
た
大
き
な
丸
一
家
具
店
で
、
令
兄
三
人
の
方
が
朝
鮮
で
貿
易
商
を
営
ん
で
居
ら
れ
た
為
に
四
男
坊
で
あ
り
な
が
ら
家
業
を
継
が
れ
た
も
の
で
、
利
潤
追
求
よ
り
も
、
商
品
の
質
と
意
匠
の
向
上
に
専
念
さ
れ
た
。
青
貝
入
り
漆
器
細
具
の
創
作
は
、
長
崎
工
芸
史
に
特
筆
さ
れ
る
べ
き
だ
と
今
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。(
中
略)
大
正
六
年
林
さ
ん
は
家
業
を
癈
め
ら
れ
て
商
品
陳
列
所(
現
在
日
本
銀
行
支
店
在
地)
に
入
ら
れ
、
一
般
工
芸
品
の
意
匠
製
作
指
導
、
鑑
定
に
当
ら
れ
、
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林源吉肖像
(中山孝 ｢亡くなられた林さんを憶う｣
より)
傍
古
典
伝
統
の
研
究
に
没
頭
さ
れ
ま
し
た
た
め
此
面
薀
蓄
は
大
し
た
も
の
で
、
ま
た
陶
器
の
研
究
も
此
頃
か
ら
特
に
深
め
ら
れ
過
般
物
故
さ
れ
た
富
本
憲
吉
氏
と
の
交
流
も
繁
か
っ
た
様
に
聞
き
及
ん
で
お
り
ま
し
た
。
昭
和
十
四
年
林
さ
ん
は
博
物
館
に
入
ら
れ
、
郷
土
史
研
究
に
邁
進
さ
れ
る
事
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
実
を
常
に
新
聞
、
雑
誌
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
其
頃
か
ら
郷
土
玩
具
、
寺
社
建
築
、
仏
教
芸
術
等
、
文
献
に
、
実
地
踏
査
に
研
究
を
進
め
ら
れ
、
其
足
跡
は
鎌
倉
、
京
都
、
奈
良
、
遠
く
は
朝
鮮
、
満
支
に
も
伸
ば
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
と
健
康
に
恵
ま
れ
た
こ
う
し
た
御
仕
合
せ
を
実
に
羨
ま
し
く
思
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
二
つ
の
略
歴
か
ら
、
美
術
工
芸
に
造
詣
の
深
い
大
店
の
主
人
が
、
趣
味
を
本
業
と
し
、
郷
土
史
研
究
家
に
転
じ
た
生
涯
が
窺
え
る
。
三
、
文
化
的
活
動
へ
林
は
、｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
を
開
催
し
、『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
を
刊
行
し
た
一
九
二
〇(
大
正
九)
年
に
は
、
す
で
に
家
業
を
や
め
、
商
品
陳
列
所
に
入
っ
て
い
た
。
商
品
陳
列
所
は
、｢
国
内
外
の
生
産
品
を
蒐
集
し
て
、
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
と
と
も
に
当
該
業
者
の
参
考
に
資
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
明
治
二
九(
一
八
九
六)
諏
訪
公
園
入
口
に
設
立
さ
れ
た
(
３)｣
施
設
で
あ
り
、
大
店
の
主
人
で
あ
っ
た
林
は
、
こ
こ
に
入
っ
た
こ
と
で
、｢
当
該
業
者｣
の
取
り
ま
と
め
を
す
る
立
場
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
林
は
、
こ
の
転
職
を
機
に
、
鍛
冶
屋
町
か
ら
馬
町
に
転
居
し
て
い
る
。
『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
の
奥
付
に
、｢
編
輯
兼
発
行
者
長
崎
市
馬
町
林
源
吉
／
発
行
所
長
崎
市
馬
町
二
〇
双
樹
園｣
と
あ
る
地
点
で
あ
る
。
当
時
の
地
図
を
見
て
み
る
と
、
商
品
陳
列
所
に
極
め
て
近
く
、
す
ぐ
北
に
あ
る
諏
訪
公
園
に
入
る
と
、
｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
の
会
場
と
な
っ
た
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
も
近
い
。
諏
訪
公
園
は
、｢
明
治
六
年
の
太
政
官
布
達
に
よ
り
明
治
七
年
に
設
置
さ
れ
た
長
崎
県
下
最
古
の
公
園
(
４)｣
で
、
鎮
西
大
社
諏
訪
神
社
に
隣
接
し
、
長
崎
奉
行
所
立
山
役
所
の
跡
地
と
い
う
由
緒
あ
る
土
地
で
あ
る
。
現
在
も
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
が
あ
り
、
商
品
陳
列
所
の
跡
地
に
は
日
本
銀
行
長
崎
支
店
が
あ
る
。
林
は
、
こ
の
由
緒
あ
る
土
地
に
勤
務
し
、
そ
の
近
く
に
居
住
し
て
、
文
化
的
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
一
つ
が
｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
の
開
催
と
『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
の
刊
行
で
あ
っ
た
。
四
、｢
特
志
家
諸
賢｣
こ
の｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
開
催
と『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
刊
行
は
、
林
な
ら
で
は
の
方
法
で
行
わ
れ
た
。
つ
ま
り
、｢
当
該
業
者｣
の
取
り
ま
と
め
を
す
る
立
場
と
、
大
店
の
主
人
時
代
の
人
脈
も
活
か
し
、｢
特
志
家
諸
賢｣
の
協
力
を
得
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
前
出『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
序
文｢
呉
昌
碩
先
生
画
帖
発
刊
に
就
て｣
に
見
え
る
、
こ
の｢
特
志
家
諸
賢｣
に
つ
い
て
紹
介
し
て
お
こ
う
。
永
山
時
英(
一
八
六
七
―
一
九
三
五)
は
、
鹿
児
島
の
人
。
第
七
高
等
学
校
造
士
館
教
授
を
経
て
、
一
九
一
五
年
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
初
代
館
長
に
就
任
し
、
二
十
一
年
間
在
職
し
た
。
古
賀
十
二
郎
・
武
藤
長
蔵
と
共
に
、
長
崎
学
の
三
羽
烏
と
称
さ
れ
、
古
賀
が
創
設
し
た
長
崎
史
談
会(
第
一
期)
の
顧
問
と
し
て
機
関
誌
『
長
崎
談
叢』
に
多
く
寄
稿
し
て
い
る
。
長
崎
史
談
会
は
、
一
九
二
八
年
、
林
ら
が
発
起
人
と
な
っ
て
、
再
興
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
(
第
二
期)
。
林
が
こ
こ
で
ま
ず
永
山
の
名
を
あ
げ
て
い
る
の
は
、｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
の
会
場
と
な
っ
た
図
書
館
の
館
長
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
も
志
す
郷
土
史
研
究
の
先
達
と
し
て
敬
意
を
表
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
奥
田
啓
市(
一
八
八
三
―
？)
は
、
福
岡
の
人
。
東
京
市
立
日
比
谷
図
書
館
司
書
か
ら
一
九
一
五
年
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
司
書
に
転
じ
、
一
九
二
一
年
か
ら
一
九
四
四
年
ま
で
鹿
児
島
県
立
図
書
館
長
を
つ
と
め
た
。
大
谷
利
彦『
長
崎
南
蛮
余
情
永
見
徳
太
郎
の
生
涯』
(
一
九
八
八
・
長
崎
文
献
社)
が
引
く
、
一
九
五
三
年
三
月
一
日
付『
毎
日
新
聞』
島
内
八
郎｢
長
崎
で
の
茂
吉｣
に
、｢(
斎
藤)
茂
吉
氏
は
県
立
図
書
館
の
司
書
の
前
記
奥
田
氏
を
中
心
と
す
る
文
化
人
の
一
団
、
永
呉
昌
碩
書
画
の
長
崎
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
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見
徳
太
郎
、
水
谷
安
嗣
、
大
庭
耀
、
谷
田
定
男
、
林
源
吉
氏
等
諸
氏
と
わ
い
談
会
的
な
も
の
を
こ
し
ら
え
て
い
た
ら
し
く
当
時
美
人
で
有
名
な
四
海
楼
陳
玉
姫
さ
ん
も
引
入
た
よ
う
だ｣
と
あ
り
、
林
と
個
人
的
に
も
親
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
白
石
六
三
郎(
一
八
六
六
―
一
九
三
四)
は
、
長
崎
の
人
。
鹿
叟
と
号
し
た
。
上
海
随
一
の
日
本
料
亭
・
六
三
園
の
主
人
で
、
呉
昌
碩
を
庇
護
し
、
一
九
一
四
年
九
月
に
は
、
六
三
園
で
呉
昌
碩
の
個
展
を
開
催
し
て
い
る
。
長
崎
随
一
の
卓
袱
料
亭
・
富
貴
楼
二
代
目
・
内
田
栄
四
郎
の
三
男
・
耀
一
郎
を
養
子
に
迎
え
て
い
た
。
拙
稿｢
呉
昌
碩
と
白
石
六
三
郎｣
(
拙
著『
呉
昌
碩
研
究』
、
二
〇
〇
九
、
二
、
二
七
・
研
文
出
版
所
収)
を
参
照
さ
れ
た
し
。
友
永
傳
次
郎(
生
卒
年
未
詳)
は
、
長
崎
の
人
。
霞
峰
と
号
し
た
。
上
海
に
古
玩
書
画
店
・
虚
明
軒
を
開
き
、
呉
昌
碩
ら
の
書
画
を
日
本
に
仲
介
し
た
。
六
三
園
で
の
呉
昌
碩
個
展
に
あ
た
っ
て
は
、
呉
昌
碩
の
案
内
役
を
買
っ
て
出
て
い
る
。
拙
稿｢
日
本
に
お
け
る
呉
昌
碩
の
受
容
大
正
・
昭
和
編(
一)｣
｢
友
永
霞
峰｣
(
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会
編
『
中
国
近
現
代
文
化
研
究』
第
一
〇
号
・
二
〇
〇
九
、
三
、
三
一
・
中
国
近
現
代
文
化
研
究
会
所
収)
を
参
照
さ
れ
た
し
。
丹
羽
末
廣(
一
八
五
九
―
一
九
三
八)
は
、
熊
本
の
人
。
翰
山
と
号
し
た
。
長
崎
の『
東
洋
日
の
出
新
聞』
主
幹
と
し
て
活
躍
、
辛
亥
革
命
に
あ
た
っ
て
孫
文
を
支
援
し
た
。
島
内
八
郎｢
林
さ
ん
の
思
い
出｣
(
長
崎
史
談
会
編
集『
長
崎
談
叢』
第
四
十
一
輯
・
一
九
六
三
、
一
二
、
二
五
・
藤
木
博
英
社
所
収)
に
、
丹
羽
と
林
の
お
も
し
ろ
い
逸
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。｢
も
う
三
十
年
も
昔
に
な
る
が
、
或
る
夕
刻
林
氏
が
図
書
館
に
勤
め
て
い
た
わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
困
り
切
つ
た
顔
付
で
来
て
相
談
が
あ
る
と
い
う
。
聞
く
と
林
さ
ん
が
商
品
陳
列
所(
現
日
銀
の
場
所)
で
丹
羽
翰
山
氏
な
ど
四
、
五
人
と
雑
談
を
し
て
い
る
う
ち
丹
羽
氏
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
林
氏
が
丹
羽
氏
の
悪
口
を
言
い
出
し
た
。
悪
口
と
い
っ
て
も
た
い
し
た
も
の
で
は
な
く
軽
い
批
難
め
い
た
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が
丹
羽
氏
は
い
な
く
な
っ
た
の
で
な
く
、
椅
子
に
か
ら
だ
を
倒
し
て
い
た
た
め
机
に
か
く
れ
て
見
え
な
か
つ
た
の
だ
。
そ
れ
が『
ア
ー』
と
欠
伸
を
し
て
身
を
起
こ
し
た
の
で
林
氏
は
大
狼
敗
、
わ
た
し
の
と
こ
ろ
に
飛
ん
で
来
た
と
い
う
訳
で
、
い
つ
た
い
ど
う
し
た
ら
い
い
で
し
ょ
う
か
、
と
相
談
さ
れ
た
。
わ
た
し
は『
こ
れ
は
卒
直
に
詫
び
た
が
い
い
で
す
よ
、
丹
羽
先
生
も
人
物
が
枯
れ
て
お
ら
れ
る
か
ら
根
に
持
た
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
ま
い』
と
励
ま
し
た
の
で
、
そ
う
し
ま
し
ょ
う
と
、
さ
す
が
に
悄
然
と
出
て
行
か
れ
た
。
あ
と
で
聞
く
と
菓
子
折
持
参
で
詫
び
に
ゆ
か
れ
、
丹
羽
氏
も
笑
つ
て
水
に
流
さ
れ
た
そ
う
だ
が
、
あ
の
時
の
林
さ
ん
の
困
り
切
っ
た
微
妙
な
表
情
は
実
に
可
笑
し
か
っ
た｣
。
二
人
の
関
係
が
と
て
も
よ
く
わ
か
る
逸
話
で
あ
る
。
杉
山
吉
太
郎(
一
八
五
九
―
一
九
二
五)
は
、
長
崎
の
人
。
楊
甫
と
号
し
た
。
長
崎
有
数
の
料
亭
・
迎
陽
亭(
こ
う
よ
う
て
い)
第
三
代
主
人
。
長
崎
県
料
理
業
組
合
本
部
長
を
つ
と
め
、
斯
界
の
発
展
に
つ
く
し
た
。
ま
た
、
迎
陽
亭
を
、
書
画
等
の
売
り
立
て
会
場
に
提
供
す
る
な
ど
、
長
崎
の
文
化
界
を
下
支
え
し
、
知
友
で
あ
っ
た
白
石
六
三
郎
を
通
し
て
、
呉
昌
碩
の
書
画
を
収
蔵
し
た
。
歿
後
編
ま
れ
た
丹
羽
末
廣
編
輯『
杉
楊
甫』
(
一
九
二
六
、
三
、
二
一
・
横
田
萬
次
郎[
非
売
品])
に
略
伝
・
逸
事
・
回
憶
・
弔
辞
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
大
久
保
玉
岷(
一
八
七
四
―
一
九
四
九)
は
、
長
崎
の
人
。
本
名
は
栗
蔵
。
日
本
画
家
。
青
年
期
、
上
京
し
て
川
端
玉
章
に
師
事
し
、
近
代
日
本
画
を
学
ん
だ
。
長
崎
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、
栗
原
玉
葉
ら
の
弟
子
を
育
て
た
。
一
九
〇
二
年
、
丹
羽
末
廣
ら
と
共
に『
東
洋
日
の
出
新
聞』
創
刊
に
参
加
し
て
い
る
。
林
の
談
話
を
記
録
し
た
越
中
哲
也
｢
林
先
生
き
き
書
き
抄｣
(
前
出
『
長
崎
談
叢』
第
四
十
一
輯
所
収)
に
、｢
私
の
家
は
屋
号
を
丸
一
と
い
う
家
具
屋
で
し
た
が
今
と
違
つ
て
漆
器
や
青
貝
等
も
注
文
に
応
じ
て
自
作
し
て
い
た
の
で
其
等
の
職
人
が
店
に
い
ま
し
た
。
大
久
保
玉
岷
も
一
時
青
貝
細
工
の
下
絵
を
私
ど
も
の
店
で
画
い
て
い
た
事
が
あ
り
ま
す｣
と
あ
り
、
林
と
極
め
て
親
し
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
永
山
と
奥
田
は
展
覧
会
の
会
場
を
提
供
し
、
白
石
と
友
永
は
呉
昌
碩
と
の
仲
介
を
し
、
丹
羽
と
杉
山
と
大
久
保
は
長
崎
の
文
化
界
・
実
業
界
・
美
術
界
の
後
援
を
と
り
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
っ
た｢
特
志
家｣
の
協
力
が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
林
は｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
開
催
と『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
刊
行
を
成
し
得
た
の
で
あ
る
。
― 4― ( 112 )
五
、
呉
昌
碩
画
の
収
蔵
者
『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
目
次
に
は
、
作
品
名
・
制
作
年
・
画
幅
寸
法
な
ど
と
共
に
、
収
蔵
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
横
田
萬
次
郎
蔵
｢
芍
薬(
六
十
歳
頃
作)｣
白
石
六
三
郎
蔵
｢
観
音
像
(
七
十
歳
作)｣
｢
燕
子
群
飛
(
七
十
一
歳
作)｣
｢
瀑
泉
(
七
十
一
歳
作)｣
｢
松
朝
陽
(
七
十
一
歳
作)｣
｢
竹
林(
七
十
一
歳
作)｣
｢
夏
景
山
水(
七
十
一
歳
作)｣
｢
雪
景
山
水(
七
十
二
歳
作)｣
｢
牡
丹(
七
十
二
歳
作)｣
｢
籃
蟠
桃
(
七
十
二
歳
作)｣
｢
水
仙(
七
十
二
歳
作)｣
杉
山
吉
太
郎
蔵
｢
水
仙(
七
十
歳
作)｣
｢
葫
蘆(
七
十
三
歳
作)｣
坪
井
熊
治
蔵
｢
松(
七
十
二
歳
作)｣
安
田
伊
太
郎
蔵
｢
太
湖
石(
七
十
歳
作)｣
本
多
伊
久
男
蔵
｢
竹(
七
十
二
歳
作)｣
山
口
經
夫
蔵
｢
竹(
七
十
五
歳
作)｣
鶴
田
雄
三
蔵
｢
月
兎(
七
十
一
歳
作)｣
馬
塲
卓
一
蔵
｢
山
水(
七
十
二
歳
作)｣
｢
桃
花
燕
子(
七
十
二
歳
作)｣
河
村
景
敏
蔵
｢
菊(
七
十
二
歳
作)｣
大
久
保
玉
岷
蔵
｢
蘭(
七
十
五
歳
作)｣
西
河
八
八
蔵
｢
竹(
七
十
五
歳
作)｣
荒
木
眞
蔵
｢
梅(
七
十
六
歳
作)｣
山
野
邊
幸
家
蔵
｢
水
仙(
七
十
五
歳
作)｣
淺
野
平
二
蔵
｢
梅(
七
十
六
歳
作)｣
萩
井
陸
三
郎
蔵
｢
仙
桃(
七
十
六
歳
作)｣
池
島
正
造
蔵
｢
雪
景
山
水(
七
十
六
歳
作)｣
林
源
吉
蔵
｢
梅(
七
十
七
歳
作)｣
｢
竹(
七
十
七
歳
作)｣
以
下
、
既
出
以
外
の
人
々
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
横
田
萬
次
郎
は
、
長
崎
市
新
町
在
住
の
骨
董
商
。
前
出
丹
羽
末
廣
編
輯『
杉
楊
甫』
の
発
行
人
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
三
一(
昭
和
六)
年
四
月
二
一
日
消
印
池
島
正
造(
後
出)
発
植
木
元
太
郎(
島
原
鉄
道
創
立
者)
宛
葉
書(
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
蔵)
に
、｢
今
般
横
田
萬
次
郎
氏
の
所
蔵
品
千
六
百
余
点
売
却
の
依
頼
を
受
け
候
に
付
左
記
の
時
日
入
札
並
に
売
立
仕
候
間
御
来
場
被
成
下
度
此
段
御
案
内
申
上
候｣
(
印
刷)
と
あ
り
、
こ
の
時
ま
で
に
歿
し
て
い
た
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
人
脈
が
窺
え
る
。
坪
井
熊
治
未
詳
。
安
田
伊
太
郎
は
、
上
長
崎
村
出
身
の
実
業
家
。
桜
の
名
所
で
あ
る
新
中
川
町
で
、
温
泉
付
料
亭
・
カ
ル
ル
ス
皆
花
園
を
経
営
し
た
。
カ
ル
ル
ス
の
名
は
、
チ
ェ
コ
西
部
カ
ル
ル
ス
バ
ー
ト
の
鉱
泉
を
結
晶
さ
せ
た
調
剤
を
投
薬
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
本
多
伊
久
男
は
、
長
崎
の
酒
屋
で
、
友
永
傳
次
郎
の
友
人
で
あ
る
と
、
坂
東
貫
山
述
佐
分
雄
二
記
｢
貫
山
夜
話｣
｢
十
五
呉
昌
碩｣
(『
日
本
美
術
工
芸』
通
巻
第
二
三
〇
号
・
一
九
五
七
、
一
一
・
日
本
美
術
工
芸
社
所
収)
に
あ
る
。
山
口
經
夫
は
、
北
高
来
郡
本
野
村
在
住
の
実
業
家
。
諫
早
銀
行
取
締
役
、
島
原
鉄
道
株
式
会
社
監
査
役
、
長
崎
県
議
会
議
員
な
ど
を
つ
と
め
た
。
鶴
田
雄
三
未
詳
。
馬
塲
卓
一
は
、
長
崎
市
桜
町
在
住
の
実
業
家
。
長
崎
電
気
瓦
斯
株
式
会
社
取
締
役
、
松
島
炭
鉱
株
式
会
社
監
査
役
な
ど
を
つ
と
め
た
。
河
村
景
敏
未
詳
。
西
河
八
八
未
詳
。
荒
木
眞
は
、
長
崎
市
酒
屋
町
在
住
の
表
具
製
造
業
。
山
野
邊
幸
家
未
詳
。
淺
野
平
二
未
詳
。
萩
井
陸
三
郎
は
、
長
崎
の
人
。
晴
霞
と
号
し
た
。
煎
茶
文
雅
流
家
元
。｢
仙
桃
(
七
十
六
歳
作)｣
に
、｢
晴
霞
先
生
六
十
一
歳
大
寿
、
己
未
三
月
、
呉
昌
碩
年
七
十
有
六
、
時
客
滬
塁｣
と
あ
り
、｢
己
未
(
一
九
一
九)
三
月｣
に
六
十
一
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
池
島
正
造
は
、
長
崎
市
麹
屋
町
の
骨
董
商
・
池
正
の
三
代
目
。
富
井
信
行
著
作
兼
発
行
『
長
崎
県
人
物
事
業
大
鑑』
(
一
九
三
二
、
七
、
五
・
東
京
商
業
興
信
所
呉
昌
碩
書
画
の
長
崎
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
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長
崎
支
所)
に
顔
写
真
入
り
で
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
点
で｢
六
十
二
才｣
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
所
蔵
者
た
ち
は
、
林
お
よ
び｢
特
志
家
諸
賢｣
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
自
蔵
の
呉
昌
碩
画
を
、｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
と
『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
の
た
め
に
提
供
し
た
の
で
あ
ろ
う
。『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
に
は
三
十
一
点
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
前
述
の
通
り
、｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
の
出
品
数
は
五
十
三
点
で
あ
る
か
ら
、
も
っ
と
多
く
の
所
蔵
者
の
協
力
を
得
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
六
、
長
崎
業
界
・
文
化
界
人
脈
こ
の
よ
う
に
林
は
、
長
崎
各
界
の
人
脈
を
総
動
員
し
て
、
呉
昌
碩
の
展
覧
会
開
催
と
図
録
刊
行
を
行
っ
て
お
り
、
林
自
身
も
、｢
私
が
得
意
で
計
画
し
た｣
と
言
っ
て
い
る
。
た
だ
、
所
蔵
者
の
中
に
は
、
以
前
か
ら
呉
昌
碩
画
を
好
み
、
七
十
歳
作
を
蔵
し
て
い
る
者
も
い
る
中
(
横
田
萬
次
郎
蔵
｢
芍
薬
(
六
十
歳
頃
作)｣
は
、
旧
作
を
購
入
し
た
と
思
わ
れ
る)
、
林
は
、
七
十
七
歳
作
つ
ま
り
｢
編
者
の
為
め
描
か
れ
た
る
近
作
二
件｣
し
か
蔵
し
て
お
ら
ず
、
も
と
も
と
呉
昌
碩
に
興
味
が
あ
っ
た
と
は
思
え
な
い(
林
は『
長
崎
談
叢』
等
に
多
く
の
文
章
を
残
し
て
い
る
が
、
本
稿
に
紹
介
し
た
も
の
以
外
は
呉
昌
碩
に
触
れ
た
も
の
が
な
い)
。
つ
ま
り
、
林
は
、
自
身
の
興
味
に
基
づ
い
て
呉
昌
碩
の
展
覧
会
開
催
と
図
録
刊
行
を
行
っ
た
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
人
脈
の
中
か
ら
出
て
来
た
要
望
を
汲
み
取
り
、
そ
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
最
大
の
努
力
を
こ
の
事
業
に
傾
注
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
林
が
、
こ
の
人
脈
の
ま
と
め
役
と
い
う
地
位
を
い
か
に
大
切
に
し
て
い
た
か
が
よ
く
窺
え
る
。
で
は
、
呉
昌
碩
の
展
覧
会
開
催
を
求
め
た
の
は
、
誰
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
は
、
呉
昌
碩
の
庇
護
者
か
つ
理
解
者
で
あ
り
、
上
海
の
六
三
園
で
呉
昌
碩
の
個
展
を
開
い
て
い
る
白
石
六
三
郎
が
求
め
、
そ
の
知
人
で
あ
る
杉
山
吉
太
郎
が
こ
の
人
脈
に
働
き
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
丹
羽
末
廣
｢
楊
甫
翁
逸
事｣
(
前
出
丹
羽
末
廣
編
輯
『
杉
楊
甫』
所
収)
に
、
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
上
海
。
白
石
六
三
郎
氏
之
。
於
楊
甫
翁
也
。
莫
逆
。
依
依
。
多
年
于
茲
矣
。
大
正
十
三
年
一
月
。
新
葺
茶
寮
。
乃
依
呉
昌
碩
寮
名
楊
甫
庵
。
且

其
偉
題
云
。
一
日
居
家
。
倏
然
昏
倒
矣
。
恍
惚
之
中
。
分
明
。
目
睹
楊
甫
翁
平
日
之
顔
容
。
言
欲
出
。
而
不
得
。
忽
為
家
人
連
喚
之
声
所
驚
覚
。
微
開
睫
。
既
有
医
坐
席
焉
。
須
臾
。
電
報
自
長
崎
達
。
即
楊
甫
翁
訃
音
也
。
一
読
一
叫
。
反
側
。
遂
成

。
薬
餌
閲
週
而
。
後
漸
痊
[
上
海
の
白
石
六
三
郎
氏
は
、
楊
甫
翁(
杉
山
吉
太
郎)
と
長
年
心
を
通
わ
せ
、
慕
っ
て
い
た
。
大
正
十
三(
一
九
二
四)
年
一
月
、
新
た
に
茶
寮
を
築
き
、
呉
昌
碩
に
依
頼
し
て
寮
に
楊
甫
庵
と
名
づ
け
、
か
つ
そ
の
み
ご
と
な
題
額
を
掲
げ
た
と
い
う
。
あ
る
日
家
に
い
て
、
突
然
目
が
く
ら
ん
で
倒
れ
、
ぼ
ん
や
り
し
た
中
で
、
は
っ
き
り
し
、
楊
甫
翁
の
い
つ
も
の
顔
か
た
ち
が
見
え
た
。
話
そ
う
と
し
た
が
、
で
き
な
か
っ
た
。
た
ち
ま
ち
家
人
の
連
呼
す
る
声
が
し
て
驚
い
て
目
覚
め
、
わ
ず
か
に
ま
つ
げ
を
開
く
と
、
す
で
に
医
者
が
坐
っ
て
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
電
報
が
長
崎
か
ら
届
き
、
そ
れ
が
楊
甫
翁
の
訃
報
で
あ
っ
た
。
読
み
な
が
ら
叫
び
、
こ
ろ
び
ま
わ
っ
た
。
か
く
し
て
病
気
と
な
り
、
療
養
す
る
こ
と
一
週
間
、
後
よ
う
や
く
な
お
っ
た
の
で
あ
る
。]
こ
れ
よ
り
、
呉
昌
碩
と
白
石
の
親
し
い
関
係
、
そ
し
て
、
白
石
の
杉
山
へ
の
た
だ
な
ら
ぬ
敬
慕
の
念
が
よ
く
窺
え
る
。
ま
た
、
同
文
に
は
、
楊
甫
翁
。
平
日
。
鍾
愛
上
海
六
三
園
所
什
呉
昌
碩
詩
画
羣
燕
図
[
楊
甫
翁
は
、
い
つ
も
、
上
海
六
三
園
が
蔵
し
て
い
た
呉
昌
碩
詩
画
羣
燕
図
を
と
て
も
愛
し
て
い
た
。]
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
杉
山
は
、
白
石
の
蔵
品
で
あ
っ
た｢
呉
昌
碩
詩
画
羣
燕
図｣
を
譲
り
受
け
、
愛
玩
し
て
い
る
の
だ
。
こ
の
｢
呉
昌
碩
詩
画
羣
燕
図｣
は
、｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
に
出
品
さ
れ
、『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
白
石
蔵｢
燕
子
群
飛(
七
十
一
歳
作)｣
の
可
能
性
が
あ
る
。
『
杉
楊
甫』
に
は
、
さ
ら
に
白
石
六
三
郎
｢
赤
壁
茶
戦｣
と
い
う
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
冒
頭
に
、
私
は
幼
少
時
代
か
ら
杉
山
楊
甫
翁
か
ら
識
ら
れ
て
殊
更
に
翁
の
人
格
に
景
慕
措
か
ざ
る
事
が
少
な
く
無
い
の
で
し
た
而
し
て
私
は
現
今
の
職
業
を
営
む
こ
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と
と
な
り
ま
し
て
は
猶
ほ
一
層
其
の
指
導
を
冀
ひ
つ
ゝ
あ
り
た
の
で
す
と
あ
り
、
そ
し
て
、
大
正
十
一
年(
一
九
二
二)
壬
戌
秋
七
月
既
望
、
た
ま
た
ま
上
海
か
ら
長
崎
市
銀
屋
町
の
旧
宅
に
帰
省
中
の
白
石
は
、
宋
の
蘇
東
坡
赤
壁
舟
遊
に
ち
な
ん
で
、
団
平
船
を
仕
立
て
、
杉
山
を
首
賓
に
、
そ
の
同
流
八
、
九
人
を
招
き
、
酒
興
の
後
、
竹
皮
包
み
の
お
む
す
び
を
配
し
た
。
翌
日
、
杉
山
か
ら
茶
席
に
誘
わ
れ
た
白
石
は
、
昨
夜
の
没
風
流
を
一
喝
さ
れ
る
の
か
と
思
い
き
や
、
茶
席
の
正
床
に
、
昨
夜
の
お
む
す
び
を
包
ん
だ
竹
皮
が
表
装
さ
れ
て
掛
け
ら
れ
て
お
り
、
献
立
お
よ
び
茶
席
の
趣
向
は
こ
と
ご
と
く
赤
壁
の
故
事
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
、
白
石
は
、
こ
の
竹
皮
の
裏
面
に
、
大
久
保
玉
岷
の
画
お
よ
び
春
慶
漆
を
加
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
弁
当
器
具
共
進
の
故
事
の
焼
き
直
し
に
過
ぎ
ず
、
杉
山
の
趣
向
は
赤
壁
の
逆
襲
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
内
容
か
ら
、
白
石
と
杉
山
の
親
し
さ
と
厳
し
さ
が
入
り
交
じ
る
関
係
と
、
中
国
の
文
人
的
教
養
を
重
ん
じ
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
上
海
で
呉
昌
碩
の
個
展
を
行
っ
た
白
石
は
、
故
郷
の
長
崎
で
も
、
是
非
と
も
開
催
し
た
か
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
の
思
い
を
、
ま
ず
杉
山
に
伝
え
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
杉
山
は
、
そ
れ
を
商
品
陳
列
所
に
い
た
林
に
伝
え
、
林
は
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
呉
昌
碩
の
展
覧
会
と
図
録
刊
行
を
、
一
手
に
引
き
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
と
筆
者
は
推
測
す
る
。
当
時
、
林
は
、
家
具
商
か
ら
業
界
の
取
り
ま
と
め
役
に
転
身
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
自
ら
の
人
脈
を
駆
使
す
べ
き
立
場
と
な
っ
た
林
は
、
ほ
ぼ
は
じ
め
て
の
大
仕
事
と
し
て
、
こ
の
展
覧
会
と
図
録
刊
行
を
と
り
し
き
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
林
の
人
脈
は
、
よ
り
確
固
と
し
た
も
の
と
な
っ
た
は
ず
で
、
後
の
博
物
館
入
り
と
郷
土
史
研
究
者
へ
の
転
身
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
林
の
名
前
が
編
輯
者
と
な
っ
て
い
る
唯
一
の
単
行
本
が
『
長
崎
案
内』
(
一
九
三
三
、
七
、
一
〇
・
長
崎
観
光
客
誘
致
研
究
会)
で
あ
る
。
こ
れ
は
長
崎
の
観
光
ガ
イ
ド
で
、
末
尾
に
は
広
告
頁
が
二
二
頁
付
い
て
い
る
。
も
と
よ
り
す
べ
て
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
林
の
業
界
人
脈
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
は
ず
で
、
カ
ル
ル
ス
皆
花
園
、
富
貴
楼
な
ど
の
広
告
も
見
え
る
。
そ
し
て
、
迎
陽
亭
の
広
告
は
、
林
の
手
に
な
る
図
案(
明
記
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、
図
案
に
す
ぐ
れ
た
林
の
他
の
作
品
ス
タ
イ
ル
か
ら
明
ら
か
で
あ
る)
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
七
、
呉
昌
碩｢
竹｣
の
胸
中
林
が
蔵
し
て
い
た
｢
編
者
の
為
め
描
か
れ
た
る
近
作
二
件｣
の
う
ち
、｢
竹
(
七
十
七
歳
作)｣
は
、
林
が
勤
務
し
て
い
た
長
崎
市
立
博
物
館
に
収
め
ら
れ
、
現
在
、
そ
の
後
身
で
あ
る
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一
件
の
｢
梅(
七
十
七
歳
作)｣
に
は
為
書
が
な
い
が
、
こ
ち
ら
に
は
あ
る
た
め
、
林
は
、
手
許
に
残
し
た
の
で
は
な
い
か
。
長
崎
市
立
博
物
館
に
は
、
林
の
同
僚
で
、
後
に
館
長
と
な
っ
た
越
中
哲
也
氏(
一
九
二
一
―
)
が
、
林
の
歿
後
に
入
れ
た
と
い
う
。
呉
昌
碩
が
、
為
書
入
り
で
林
の
た
め
に
画
い
た
唯
一
の
作
品
で
あ
る
。
款
書
を
翻
字
し
、
訳
出
し
て
お
こ
う
。
磨
墨
一
升
許
、
画
出
数
竿
竹
。
呉
昌
碩
書
画
の
長
崎
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
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林源吉図案 (推定) 迎陽亭広告
日
莫
西
風
来
、
如
聞
戛
寒
玉
。
双
樹
園
主
人
正
之
。
呉
昌
碩
、
年
七
十
七
、
時
庚
申
秋
。
[
墨
を
一
升
ば
か
り
磨
り
、
数
竿
の
竹
を
画
き
出
す
。
日
が
暮
れ
て
西
風
が
吹
い
て
来
る
と
、
寒
玉
の
あ
た
る
音
が
聞
え
る
か
の
よ
う
だ
。
双
樹
園
主
人(
林
源
吉
の
号)
こ
れ
を
正
さ
れ
た
し
。
呉
昌
碩
、
年
は
七
十
七
、
時
に
庚
申(
一
九
二
〇)
の
秋
。]
た
っ
ぷ
り
磨
っ
た
墨
で
画
か
れ
た
竹
は
、
呉
昌
碩
の
分
身
で
あ
る
。
秋
の
わ
び
し
い
西
風
が
吹
き
つ
け
る
と
、
竹
は
互
い
に
あ
た
っ
て
音
を
た
て
る
。
寒
玉
は
緑
玉
と
も
い
い
、
竹
の
異
名
で
あ
る
。
こ
の
美
し
い
玉
の
よ
う
な
竹
は
、
静
謐
で
は
あ
る
が
寂
寞
の
音
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
呉
昌
碩
は
、
こ
の
自
身
を
投
影
し
た
竹
の
画
を
林
に
与
え
、
自
ら
の
展
覧
会
を
開
い
て
く
れ
た
長
崎
人
士
に
心
を
通
わ
せ
た
。
お
わ
り
に
林
源
吉
が
長
崎
で
開
催
し
た｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
は
、
日
本
で
は
は
じ
め
て
の
本
格
的
な
呉
昌
碩
個
展
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
図
録
で
あ
る『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
も
、
こ
れ
よ
り
前
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
、
田
中
慶
太
郎
編
『
昌
碩
画
存』
(
一
九
一
二
、
一
二
、
一
五
・
田
中
慶
太
郎)
、
谷
上
隆
介
編
『
呉
倉
碩
画
』
(
一
九
一
七
、
九
、
二
〇
・
飯
田
呉
服
店
美
術
部)
、
田
口
米
舫
編
『
缶
廬
臨
石
鼓
文
全
文』
(
一
九
一
九
、
八
、
一
〇
・
田
口
米
舫)
、
田
中
慶
太
郎
編『
呉
昌
碩
画
譜』
(
一
九
二
〇
、
五
、
五
・
文
求
堂
書
店)
し
か
な
く
、『
呉
倉
碩
画
』
が
即
売
会
の
た
め
の
小
冊
子
、『
缶
廬
臨
石
鼓
文
全
文』
が
書
の
一
作
品
の
み
の
影
印
で
あ
る
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
そ
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
林
は
、『
昌
碩
画
存』
『
呉
昌
碩
画
譜』
を
刊
行
し
た
文
求
堂
書
店
主
人
・
田
中
慶
太
郎(
一
八
八
〇
―
一
九
五
一)
の
よ
う
に
、
呉
昌
碩
書
画
の
愛
好
者
で
も
な
け
れ
ば
、
収
蔵
者
で
も
な
か
っ
た
が
、
こ
の
事
業
を
引
き
受
け
た
。
そ
れ
は
、
か
け
が
え
の
な
い
長
崎
人
脈
の
た
め
と
い
う
の
が
本
稿
の
結
論
で
あ
る
。
た
だ
、
林
は
、
こ
の
事
業
を
主
催
す
る
に
あ
た
り
、
自
身
の
収
蔵
の
た
め
、
呉
昌
碩
に
二
件
の
画
を
依
頼
し
(
呉
昌
碩
が
林
に
贈
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が)
、
図
録
の
た
め
、
王
一
亭
に
小
叙
を
書
い
て
も
ら
い
、
呉
昌
碩
の
小
像
写
真
と
題
字
お
よ
び
生
壙
志
拓
本
を
取
り
寄
せ
て
い
る
。
ま
た
、
図
録
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
も
、
白
石
六
三
郎
蔵
の
十
件
、
杉
山
吉
太
郎
蔵
の
二
件
な
ど
精
品
が
多
く
、
林
の
高
い
企
画
力
と
鑑
識
眼
が
窺
え
る
。
そ
の
林
の
高
い
企
画
力
と
鑑
識
眼
に
よ
り
、｢
呉
昌
碩
作
画
展｣
と
『
呉
昌
碩
先
生
画
帖』
は
、
高
い
水
準
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
原
動
力
が
長
崎
人
脈
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
日
本
に
お
け
る
呉
昌
碩
受
容
史
に
お
い
て
特
筆
さ
れ
ね
ば
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呉昌碩与林源吉
｢竹 (七十七歳作)｣
(長崎歴史文化博物館蔵)
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
注
(
1)
た
と
え
ば
、
岡
林
隆
俊
編
著『
上
海
航
路
の
時
代
大
正
・
昭
和
初
期
の
長
崎
と
上
海』
(
二
〇
〇
六
、
一
〇
、
一
・
長
崎
文
献
社)
は
、｢
大
正
一
二
年(
一
九
二
三)
二
月
一
一
日
、
長
崎
・
上
海
間
に
上
海
航
路
が
開
設
さ
れ
、
長
崎
丸
が
就
航
し
、
続
い
て
、
三
月
二
五
日
に
は
姉
妹
船
の
上
海
丸
が
就
航
し
ま
し
た
。
速
力
二
一
ノ
ッ
ト
の
高
速
船
の
就
航
に
よ
り
長
崎
と
上
海
は
二
六
時
間
で
結
ば
れ
、
長
崎
市
民
に
と
っ
て
上
海
は
東
京
よ
り
近
い
都
市
に
な
り
ま
し
た
。(
中
略)
一
方
、
こ
の
頃
の
上
海
で
は
、
沢
山
の
日
本
人
が
黄
浦
江
の
支
流
の
蘇
州
河
左
岸
側
の
虹
口
地
区
に
住
み
、
こ
の
地
域
が
日
本
人
街
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
上
海
の
居
留
民
二
万
人
の
九
割
が
こ
の
虹
口
地
区
に
居
住
し
て
お
り
、
中
で
も
長
崎
県
出
身
者
が
圧
倒
的
に
多
く
、
虹
口
は
長
崎
の
町
の
一
画
を
移
転
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す｣
と
い
う
。
(
2)
大
谷
利
彦
『
長
崎
南
蛮
余
情
永
見
徳
太
郎
の
生
涯』
(
一
九
八
八
、
七
、
一
五
・
長
崎
文
献
社)
は
、｢
昭
和
五
年
十
月
十
七
日
か
ら
五
回
に
わ
た
り
、『
長
崎
日
日
新
聞』
に
林
源
吉
の｢
長
崎
美
術
及
び
史
料
展
覧
会
回
顧｣
が
連
載
さ
れ
た｣
と
記
す
が
、
実
際
に
は
、
同
年
十
月
二
十
七
日
の｢
月
曜
読
物｣
に
全
文
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
連
載
で
な
は
い
。
(
3)
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
編
集『
幻
影
長
崎
レ
ン
ズ
に
写
っ
た
時
代
と
街
長
崎
大
学
附
属
図
書
館
古
写
真
展』
(
一
九
九
五
、
五
・
長
崎
大
学
附
属
図
書
館)
(
4)
津
田
礼
子
｢
長
崎
公
園
(
諏
訪
公
園)
の
歴
史
と
景
観｣
(『
活
水
論
文
集
健
康
生
活
学
部
・
生
活
学
科
編』
第
四
八
集
、
二
〇
〇
五
、
三
、
三
一
・
活
水
女
子
大
学)
同
文
は
、｢
明
治
期
に
日
本
で
初
め
て
公
園
が
設
置
さ
れ
た
が
、
明
治
六
年
の
太
政
官
布
達
に
よ
る
も
の
が
、
日
本
に
お
け
る
公
園
制
度
の
濫
觴
で
あ
っ
た
。
先
ず
、
こ
の
布
達
に
よ
り
、
東
京
の
五
公
園(
上
野
、
芝
、
浅
草
、
深
川
、
飛
鳥
山)
の
他
、
地
方
に
一
六
ヶ
所
の
公
園
が
設
置
さ
れ
、
諏
訪
公
園
は
そ
の
内
の
一
つ
、
即
ち
日
本
で
も
最
古
の
公
園
の
一
つ
で
あ
る｣
と
続
く
。
[
付
記]本稿
執
筆
に
あ
た
り
、
研
究
調
査
に
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
、
そ
し
て
、
長
崎
歴
史
文
化
協
会
の
越
中
哲
也
氏
、
長
崎
市
の
大
音
寺
よ
り
格
別
の
ご
助
力
、
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
稿
は
、
平
成
二
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金(
基
盤
研
究(
Ｃ))
｢
呉
昌
碩
と
日
本
人
士｣
(
研
究
代
表
者
松
村
茂
樹
課
題
番
号
２
３
５
２
０
１
８
０)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
呉
昌
碩
書
画
の
長
崎
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
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